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一日
六
の
実
一黎容
〓

山靡
焉
一一鼈
釉
徊
飩

質
問

（
増
渕
寛
江
議
員
）
食
に
関
す

る
不
安
に
対
し
て
市
と
し
て
と
れ
る

手
立
て
は
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

（市
長
）
最
近
、
中
国
産
の
冷
凍

ギ
ョ
ー
ザ
に
農
薬
が
混
入
す
る
な
ど
、

食
品
の
安
全
性
や
信
頼
性
を
損
な
う

事
態
が
発
生
し
て
お
り
、
国
民
の
食
の

安
全
に
対
す
る
関
心
が
急
速
に
高
ま

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
食
の
安
全
・安

心
に
つ
い
て
は
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ

き
食
品
衛
生
検
査
機
関
や
保
健
所
を

所
管
す
る
国
、
県
、
政
令
市
等
に
お
い

て
、食
品
の
生
産
、
加
工
、
流
通
、
消
費
、

廃
棄
、
再
生
等
の
各
般
に
渡
り
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り

ま
す
。
栃
木
県
で
は
こ
れ
を
受
け
、
平

成
十
八
年
六
月
二
十
三
日
に
「と
ち
ぎ

食
の
安
全
・安
心
。信
頼
性
の
確
保
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
県
民
の
健

康
確
保
を
目
指
し
、
県
民
の
声
を
施
策

に
反
映
す
る
た
め
に
、
食
品
に
よ
る
健

康
被
害
情
報
の
申
し
出
制
度
や
食
品

の
安
全
に
対
す
る
施
策
の
提
案
制
度

な
ど
を
設
け
、
食
に
対
す
る
知
識
や
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
県
民
が
施
策

事
業
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
県
民
自
ら

が
積
極
的
に
役
割
を
果
た
す
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。食
品
衛
生
法
で
は
、

食
の
安
全
・安
心
は
国
又
は
県
等
が
確

保
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

市
と
し
て
は
農
産
物
の
生
産
段
階
に

お
い
て
減
化
学
肥
料
や
低
農
薬
の
使

用
、
生
産
履
歴
の
記
帳
な
ど
を
推
進
し

て
い
ま
す
の
で
、
フ」
れ
ら
を
な
お

一
層

推
進
す
る
た
め
、
関
係
機
関
や
団
体
等

と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民

の
食
の
安
全
。安
心
と
健
康
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
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国・県と共に食の安全・安心の確保に努める


